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P. 2    拡大する戦火の中で、市民の生命と
        生活の活動を続けます 
P.３   ガザからの声
　     「命にかかわる状況は変わっていない」
P.4-5 アトファルナろう学校　
　     「危機的な状況でも創意工夫で新しいことに挑戦」
P.6-7 現地スタッフより
        「戦争は終わっていない」
P.８　イベント情報 /事務局からのご連絡　　
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　イスラエルでのNGO登録の件ではご心配をおかけしています。問題が解決をしたわけではありませんが、当会
の現地での給水、炊き出し、保健医療、物資配布、子ども支援の活動は、現地職員と現地パートナー団体の手で、
従来通り継続しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳幼児の検診（ガザ、2026年 1月）

レバノンでの緊急支援活動を開始しました！

乳幼児への医療支援（ガザ市のクリニック、2026年 1月）

　米国とイスラエルによるイラン攻撃の結果、中東全域に戦火が広がっています。特にレバノンでは、2024年
秋以上の被害が出ていて、最初の1週間で 10万人が避難をしている中、当会では現地パートナーと一緒に緊急
支援を開始しました。
　

ガザでの支援活動は継続しています！


